[bookmark: _ja1kcoz6653b]再委託に関する同意書

株式会社〇〇（以下「甲」という。）と、株式会社〇〇（以下「乙」という。）は、甲乙間で締結した契約（以下「原契約」という。）に基づく業務の再委託について、次のとおり同意する。

[bookmark: _8mhkxbkt69wl]第1条（目的）
本同意書は、乙が原契約に基づき受託した業務の全部又は一部を第三者へ再委託することについて、甲が承諾する条件及び双方の権利義務を定めることを目的とする。

[bookmark: _oeqxlo339s3h]第2条（再委託の内容）
1. 乙は、次の業務について再委託することができる。
(1) 再委託対象業務
(2) 再委託先名称
(3) 再委託期間
(4) その他甲が承認した業務
2. 前項に定める内容以外の業務を再委託する場合は、乙は事前に甲の書面又は電磁的方法による承諾を得なければならない。
3. 
[bookmark: _1y5dyw5fu9yx]第3条（再委託先の管理）
1. 乙は、再委託先に対し、原契約及び本同意書と同等以上の義務を負わせるものとする。
2. 乙は、再委託先の業務遂行状況を適切に管理・監督しなければならない。
3. 再委託先の行為については、乙が一切の責任を負うものとする。
4. 
[bookmark: _yhq3k99icqoj]第4条（秘密保持）
1. 乙は、甲から提供された秘密情報を再委託先へ開示する必要がある場合には、事前に甲の承諾を得なければならない。
2. 乙は、再委託先との間で秘密保持契約を締結し、秘密情報の適切な管理を行わせるものとする。
3. 再委託先による秘密情報の漏えいその他の違反については、乙が責任を負う。
4. 
[bookmark: _4p0rw05gmvgt]第5条（個人情報の取扱い）
再委託業務に個人情報が含まれる場合、乙は法令及び原契約に従い、再委託先にも同等以上の安全管理措置を講じさせるものとする。

[bookmark: _s0fjt4xlhdfl]第6条（成果物及び知的財産権）
1. 再委託先が作成した成果物に関する権利は、原契約の定めに従う。
2. 乙は、必要な権利処理を行い、甲が成果物を支障なく利用できる状態を確保するものとする。
3. 
[bookmark: _tsuf4j9qkhja]第7条（品質管理）
1. 乙は、再委託先が作成した成果物について、自ら十分な確認及び品質管理を行うものとする。
2. 成果物に不備又は契約不適合がある場合、乙は自己の責任と費用において修正その他必要な措置を講じる。
3. 
[bookmark: _62wjenuxgq56]第8条（法令等の遵守）
乙及び再委託先は、関係法令、業界基準及び原契約を遵守しなければならない。

[bookmark: _ctw70t2auajs]第9条（再々委託）
再委託先は、甲の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、さらに第三者へ再委託してはならない。

[bookmark: _s9y383nz7swi]第10条（報告義務）
甲は必要があると認める場合、乙に対し再委託先の業務状況、管理状況その他必要事項の報告を求めることができる。

[bookmark: _wem3u9qxdhqz]第11条（調査及び是正）
1. 甲は、必要がある場合、乙に対して再委託状況に関する資料提出又は説明を求めることができる。
2. 問題が認められた場合、甲は改善措置を求めることができ、乙は速やかに対応しなければならない。
3. 
[bookmark: _lwuykbh2184o]第12条（同意の取消し）
甲は、次の各号のいずれかに該当する場合には、本同意を取り消すことができる。
(1) 再委託先が法令又は契約に違反した場合
(2) 再委託先の信用状況に重大な問題が生じた場合
(3) 甲の信用又は利益を害するおそれがある場合
(4) その他再委託を継続することが不適当と認められる場合

[bookmark: _9lrs7p31iyg2]第13条（損害賠償）
乙又は再委託先の責めに帰すべき事由により甲に損害が生じた場合、乙はその損害を賠償する責任を負う。

[bookmark: _3tkr0wus5zw]第14条（原契約との関係）
本同意書に定めのない事項については原契約の定めに従うものとし、本同意書と原契約の内容が抵触する場合は、本同意書を優先して適用する。

[bookmark: _myoyf6jj9iym]第15条（協議事項）
本同意書に定めのない事項又は解釈に疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し解決するものとする。

[bookmark: _qspfj5lrrrge]第16条（合意管轄）
本同意書に関する紛争については、甲の本店所在地を管轄する地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

本同意書締結の証として、本書2通を作成し、甲乙各自記名押印又は電磁的記録による合意のうえ、それぞれ1通を保有する。
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